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平 成 25年 (ワ )第 5815号

地 位 確 認 等 請 求 事 件

原 告  吉  井  康  雄

被 告  学校法人大阪経済大学 外 2名

証 拠 説 明 書 (2)

大阪地方裁判所 第 5民事部 4係 御中

上記被告 ら3名訴訟代理人

弁護士  寺  内

□009/040

平成 25年 11月 12日

雄貝」

号証
標  目

(原本 口写 しの別 )

作成者 立 証 趣 旨

乙 6 特任教員任用規程

(旧規程 )

写 被 告

(大学評

議会 )

1日 規程の内容 と甲 1と の相違′は

乙 7 大阪経済大学学則

(抜粋。13枚 )

写 被告大学 学則には「経営学部第 2吉「経営学科」
の授業科目として「情報バリューエン

ジエアリング」「1青報ネットワーク論
I」「情報ネットワーク論Ⅱ」が掲載さ

れていないこと

乙 8 年次配当表 (2003

～2008年度,2009
～2013年度 )

(抜粋 )

写 同 上 経営学部第 2部 経営学科の2003年～

2013年度入学生に関す る年次配当表

には「経営学部第 2部経営学科」の授

業科 日として「情報バ リューエンジエ

ア リング」「情報ネ ッ トワーク論 I」

「情報ネ ッ トワーク論 Ⅱ」が掲載 され

ていないこと
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号証
標  目

(原本・写 しの別 )

作成者 立 証 趣 旨

乙 9 大阪経済大学経営

学部教授会議事録

(2003年 6月 6日 開

催)(一 部抜

粋。 )

写 被告大学

経営学部

教授会

原告が担当していた 2部の情報管理

論を来年度 (2004年 度)か ら担当しな
いと発言 していること

乙 10 北村学部長か ら原

告宛の2003年3月 18

日付メール

写 Jヒホす  "瞥 北村学部長が 2部改革に伴 う新科目
の担当を嫌 う原告に対 し,「情報管理

論」を昨年までと同様に担当してもら
い2,3年の うちに名称問題の決着を

図るとい う調整案を提案 したこと

Zlll 宮崎地裁平成 7年
9月 1日 付半」決

(判例タイムズ 8

97号 109～ 115

頁)

写 判例タイ

ムズ社

大学教授を定年退職後,特任教授に

任命しなかつたことが人事権の濫用
であるとはいえないとされた事例が

本件でも参考になること

乙 12 就業規則1(抜粋。

2枚 )

写 被告大学 被告大学の教員は,満 67歳で定年
退職となること

上以
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乙第 6号証

〔大
経
大
七
〕

第3編 総務。人事 (特任教員に関する規程)

〇特任教員に関する規程

(目 的).
第 1彙 本規程は、特任教員の任用に関して必要な事項を定める。

(任用)

第 2業 本学の研究、教育水準の向上のために必要があると認められるときには、次
に掲げる者のうちFllに定める基準をみたす者を特任教員として任用することができ
る。

(1)本学を定年退職した者、中途退職した者または次条第 2号の任期を終えた者

屹)建大学または機関を定年退職した者または中途退職した者

(任期)

第 3彙 特任教員の任期は次の各号の定めによる。

(D 前条第 1号の特任教員の任期は 3年 とする。

(2)前条第 2号の特任教員の任期は本学所定の定年までとする。

(特任教員推薦委員会)     ,
第 4条 学長を委員長とし、各学部長、教養部長、教務部長および大学院委員長を

もって特任教員推薦委員会 (以下委員会という)を設ける。        ・

2 委員会は、必要な手続きを経て所属予定の学部・部の教授会に第 2条第 1号の特

任教員候補者を推薦する。

(任用手続き)

第 5条 第 2条第 1号の特任教員の任用は次の手続きにより決定する。   ,
① 委員会は、対象者に過去 5年間の研究業綾書の提出を求める。

② 教務部長は、過去 5年間の授業実績状況を委員会に報告する。

③ 学部長・教養部長は教務部長および対象者と協議のうえ授業担当計画を委員会
に幸風告する。

④ 委員会は、任用基準に基づき適当であると認められた者を当該教授会に推薦す
る。

⑤ 当該教授会は、推薦された候補者について特任教員としての任用を決定する。
2 第 2条第 2号の特任教員の任用は専任教員の任用手続きによる。

聰 ′
四
四

一

イイノ
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第3編 総務・人事 (特任教員に関する規程)

(労働条件等)

第 6条 特任教員の給与、教育研究条件その他の労働条件については別に定める。

附 則

(施行期日)           .
第 1条 この規程は昭和52年 11月 11日 から施行する。

(経過規程)

第 2条 この規程の施行の際、現に本学所定の定年を過ぎて特任教員に該当する職に

ある者の特任教員としての任期は、それぞれ次の各号の定めるところによる。

(1)昭和52年度末において年令79才未満の者については、昭和53年度初めを起算点

として第 3条第 1号を適用する。但しこの場合も年令80才に達した学年末を限度

とする。

(2)昭不口52年度末に年令79才をこえる者については、第 4条に定める任用手続きに

より、昭和54年度末を限度として任用の更新を認める。

(規程改正)

第 3条 この規程は、1989年 6月 23日 に改正し同日から施行する。

(経過規程)

第4条 本規程の改正の際、現に本学所定の定午を過ぎて特任教員に該当する職にあ   m
る他大学を退職した者の特任教員としての任期については、1986年 3月 17日 の教授   盗
会承認にもとづき第 3条第 1号を適用する。

(施行期日)

第 5彙 この規程は 1996年 3月 27日 に改正し同日から施行する。

特任教員任用基準

1 規程第 2条第 1号の特任教員の任用は、次の各号をみたすこととする。

こ   8が
:i::「

[蓋塁IE』lii曇ま食露よ退31」サ『:蓋[獣[喜獣ここ蓋
°
  ロマ

の・   

“

)任期中に担当する授業の時間数が専任教員の実情と比べて著しく少な くないこ   二

と。

2 規程第 2条第 2号の特任教員の任期は、専任教員採用に関する基準による。

1996年 3月 27日 教授会承認

イイrの2

鶉

大
七
〕



11/1l MON 13152 FAX 06 6323 5510俵 法 律事 務 所 □013/040

乙第 7

大阪経済大学学員J

平成 25年 3月 19日改正

平成 25年 4月 1日施行
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第 1章  目       的

(目 的)

第 1 条  本大学は、教育基本法にのっとり、学校教育法の規定するところにしたがい、広 く知識

を授けるとともに、深 く専円の学芸を教授研究し、知的、迫徳的および応用的能力を展

開させ、人間性豊かな実学教育の成果をあげることによって、社会の発展に寄与するこ

とを目的とする。

2 本大学の学部、学科および教育職員養成課程の人材養成の目的と教育目標は別に定める。

第 2章  組     織

(学部学科)

第 2 条  本大学に次の学部と学科を置く。

(1)経済学部           経済学科

(2)経済学部           地域政策学科

(3)経営学部 第 1部 (昼間学部)  経営学科

(4)経営学部 第 1部 (昼開学部)  ビジネス法学科

(5)経営学部 第2部 (夜間学部)  経営学科

(6)情報社会学部         情報社会学科

(7)人間科学部          人間科学ハク

(大学院)

第 3 条  本大学に大学院を置く。大学院にういては711に 学貝1を定める。

第 3章  教 職 員 組 織

(教職員)

第 4 条  本大学に、教育職員と事務職員を置く。

2 本大学の教育職員を分けて、学長、学部長、教授、准教授および講師とする。

3.本大学の事務職員を分けて、事務職員および技術職員とする。

4 敦職員に関する規程は、

'1に

これを定める。

第 4章  教   授   会

(教 1受会)

第 5 条  本大学の各学部に教授会を置 く。

2.学部教II・会は、専任の枚育職員をもって構成する。

3 学部教授会は、学部長がこれを招集し、その議長となる。

4′ 学部教授会は、当該学部に関する次の事項を審議する。

(1)学部の機構、組織ならびにお1度に関する事項

(2)学則ならびに学部諸規程のmi t定、改麗に関する事項

(3)学長の選任および退任に関する事項

(4)教育職員の任免および昇降任に関する事項

(5)教育職員の互選すべき学校法人評rl■員候補者の選出に関する事項

(6)本瑣第 3号から第5号までを除 く、教育職員の人事に関する事項

(7)教授および研究に関する事項

(3)学科、課程、授業および学業評価に関する事項

(9)学生の入学、事業、その他学生の身上に関する事項

(lo)学生の補導、厚生に関する事項

(11)学長から諮謳iさ れた事項

(12)その他学部運営Ⅲに重要と思われる事項

5,学部教授会に関する規程は、711に これを定める。

駒015/040

-2-
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第 5章 [教 養 部 会]肖J除
削 除

第 6章  大 学 評 議 会

本大学に教学全般にわたる重要事項を審議し、各教授会に共通する審議内容を調整する

ため大阪経済大学評議会 (以下「評議会」という。)を 置く。

評議会は、次の者をもって構成する。

(1)学長、Ell学長、学長補佐、経済学部長、経営学部長、情報社会学部長、人間科学部長、

教務委員長、入試委員長、学生委員長、進路支援委員長、図書館長、情報処理センター長、

体育館長、広報委員長、研究科長、日本経済史研究所長、中小企業・経営伸1究所長

(2)各教授会において選出された経済学部 3名、経営学部 3名、情報社会学部 3名、

人間科学部 3名 の教育職員

(3)事務局次長

評議会は、学長がこれを招集し、その議長となる。

評議会は、次の事項を審議する。

(1)大学の機構、組織ならびに市1度 に関する事項

(2)学貫1そ の他重要な規員1の制定、改廃に関する事項

(3)教育職員の人事に関する事項

(4)教授および研究に関する事項

(5)その他教学上の重要な事項

評議会の運営に関する規程は、別にこれを定める。

第 7章  1受 業 科 国 と 単 位 制

本大学に開設する授業科目は、全学共通科目および学科専攻科目に分ける。

全学共通科目の授業科目は必修科日、選択科日および自由科目に分ける。

全学共通科目(1)の 授業科目(経営学部第2部経営学科を除く)、 配当年次および単位数は、

次のとおり定める。た/_rし、人間科学部人間科学科の英語、及び日本語を除く外国語科目の

配当年次は 1・ 2・ 3・ 4年 とする。また外国語科目のうち、日本語は留学生配当科日とする。

□016/040

第 6条

(大学評議会)

第 7条

(授業科目)

第 8 条

(全学共通科 目)
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分野 授 業 科 ,日

Fid当

年次

単 位 数

必修 選択 自由

広

域

科

目

思

想

と

文

化
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学

問

学

問
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教

学
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1・ 2・ 3・ 4
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1・ 2・ 3・ 4

1,2,3・ 4

1・ 2・ 3・ 4

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

歴

史

と

社

会

間

史

史

史

門

治

門

法

法

門

済

円

ス

門

計

問

論

学

学

歴

日

ア

ヨ

政

現

法

現

日

経

現

経

現

続

現

社

現

考

民

l・ 2・ 3・ 4

1・ 2・ 3・ 4

1・ 2・ 3・ 4

1.2・ 3・ 4

1,2・ 3ヽ 4

1,213・ 4

1‐ 2'34
1・ 2.3・ 4

1・ 2・ 3・ 4

1・ 2ヽ 3・ 4

1・ 2'3・ 4

1.2・ 3・ 4

1.2・ 3・ 4

1・ 2・ 3・ 4

1′ 2,3・ 4

1・ 2ヽ 3・ 4

1‐ 2‐ 3‐ 4

1・ 2・ 3・ 4

1・ 2・ 3・ 4

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

分
lf・ 授 業 が十 日

配当

年次

単 位 数

必1, 選択 自由

広

域

科

□

健
康
と
ス
ポ
ー
ツ

スポー ツの馴!諭

レクリエーシヨンの:I愉

健康増進の璃l論

スポーツ方法学

レクリエーション方法学

1・ 2・ 3・ 4

1′ 2.3・ 4

1・ 2・ 3・ 4

1‐ 2(3・ 4

1・ 2・ 3・ 4

2

2

2

2

2

自

然

と

4L

活

地 理 学 入 Fl

地 誌

自 然 科 学 概 論

科  学   史

数 学 入 Fl

現 代 の 数 学

物 理 学 入 問

現 代 と物 理 学
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1・ 2・ 3・ 4

1・ 2・ 3・ 4

1,2・ 3・ 4

112.3.4

1・ 2'3・ 4

1・ 2・ 3・ 4

1'213・ 4

1・ 2・ 3.4

1・ 2・ 3・ 4

1・ 2・ 3・ 4

1・ 2・ 3・ 4

1・ 2・ 3・ 4

1・ 2・ 3・ 4

1・ 2・ 3・ 4

1・ 2・ 3ヽ 4

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

共

通

特

殊

鮒

義

共 通 特 殊 講 義 1・ 2・ 3.4

キ

ヤ
リ

ア
科

目

キャリアデザインI

キヤリアデザインⅡ

1'2

2′ 3

2

2

3 全学共通科日(2)1オ ープン科目](経営学部第 2部経常学科を除く)ヽ として経済学部科日、

経|や学部科 H、 情報社会学部科日、人‖U科学部科日、保継・体育教職科日、語学科‖、キヤ

リア科日を世く。

(1)[オ ープン科‖]の うち、経済学部科 [|、 経営学部科‖、情報社会学部科日、人剛科

学部科日、保饉・体育教職科日は、各学部から提供し、履修規程に定める。

(2)[オ ープン科日]の うち、許学科日、キヤリア科日の授業利・日、百じ当年次、llt位数は次

のとおり定める。
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オ

ー

プ

ン

科

目

英 諦 TOEIC A
英 語 TOEIC B
英語 リーディングA
英語 リーデイングB

英:ト コミュニケーションI

英IPrコ ミュニケーシヨンⅡ

資 格 英 語 I

資 格 英 語 Ⅱ

譜 学 研 llb

外 国 語 特 殊 耐 義
フラ ンス語 演習 A
フ ラ ンス語演 習 B
フ ラ ンス語 演 習 C
ド イ ツ 語 演 習 A

1・ 2.3・ 4

1・ 2.3・ 4

1・ 2・ 3・ 4

1ヽ 23・ 4

1・ 2・ 3・ 4

1・ 2'3・ 4

li21314

1.2,3・ 4

1・ 2.3.4

1'2.3・ 4

1・ 2,3・ 4

1.2,3.4

1・ 2・ 3・ 4

1‐ 2・ 3・ 4

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

(学科専攻科目)

第 10 条  各学部各学科における学科専攻科目の授業科□は、必修科日、選択科日および自由科目

に分ける。

経済学部経済学科、地域政策学科、経営学部第 1部経営学n4・ 、ビジネス法学科、llt報社会

学部情報社会学科および人間科学部人間科学科の教育課程に履修コースを設ける.各学

科における学科専攻科目の授業科目は、履修規程により履修コースごとに必修科日、選択

科目および自由科目に分ける。

各学部各学科における学科専攻科日の授業科日、配当年次および単位数は次のとおり定める。

(1)経済学部 経済学lil

９
“

分lII 授 業 科 日
配当

年次

単 位 数

必1# 選択 自由

オ

ー

プ

ン

科

目

1吾

学

牟「

目

Ｂ

Ｃ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ａ

Ｂ

Ｃ

ド

ド

中

中

中

ス

ス

ス

朝

朝

朝

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

３

３

　
３

３

　
３

３

３

３

３

３

３

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

キ
ャ
リ
ア

科

目

社 会 人 基礎 学 カ

社 会 人 基 礎 学 力

I

IIl

1・ 2.3・ 4

2・ 3・ 4

2

2

授 業 科 日

分 野 授 業 科 日 冒こ当年次 単位椰

統

計

・
情

報

門

礎

学

問

計

論

学

論

理

論

」

嘩

　

毎

続

岬

済

掛

脚

〕

制

脚

計

中

済

い

螂

鰊

帥

け

惰

情

統

数

経

国
計

計

経

プ

４

４

４

　
４

４

４

４

　
４

３

３

３

　
３

３

３

３

３

２

２

２

２

２

２

２

社

会

・
生

活

・
環

境

論

策

策

論

論

学

学

策

学

論

論

論

論

論

済

」

政

障

け
済

済

政

会

営

剛

家

険

祉

経

　

　

保

テ
経

経

　

社

経

　

国

保

福

働

働

会

会

ン
活

境

境

境

境

耐

社

会

会

ラ

労

労

社

社

ポ

生

環

環

環

環

高

福

社

社

1ヽ 2・ 3・ 4

1ヽ 2`34
1・ 2・ 3・ 4

1,2.3・ 4

1・ 2・ 3・ 4

2・ 3・ 4

2・ 3・ 4

2・ 3・ 4

2・ 3‐ 4

2,3・ 4

2,3.4

2.3.4

2・ 3・ 4

2.3・ 4

り
●
　

つ
ι
　

つ
●

　

●
●

　

●
ろ

　

ｎ
ι

　

Ｏ
‘

　

っ
ι

　

ｏ
４

　

●
‘

　

●
‘

　

●
る

　

Ｏ
ι

　

う
ι

分野 1受 業 科 目 配当年次 単位数

理

論

歴

　
史

思
　
想

マ

ミ
経

西

西

経

現

目

世

マ

ミ

経

経

繊

経

経

現

現

ア
社

□

中

マ
応

４

４

４

　
４

４

　
４

　
４

４

　
４

４

４

　
４

　
４

４

　
４

　
４

　
４

　
４

４

４

４

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

４

４

２

２

４

４

４

４

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２
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授 業 科 目 配当年次 単位数

学 部 求L礎 科 日

Ｉ

Ц

Ｉ

Ⅱ

Ｉ

Ｈ

Ｉ

ｎ

針

Ｉ

Ｉ

刹

現

会

会

ビ

ビ

情

悔

キ

会

会

Ｚ^

　

●
●
　

Ｚ^

　

，
″
　

ｎ
ι
　

，

″
　

，

｝

，
ａ

（ι

　

，

“　

ｏ
乙

学 科 専 門 科 目

経 営 学

流 論

財 務 会 計 論 入 Fl

lll 益  会  計  論

経 営 管 理 論

経 常 組 織 論

経 営 ntt略 論
マ ー ケ テ イ ン グ 論

原  価  計  算  論

管 理 会 書「 諭

国 際 会 計 論

経 営 史

本 経 営 里

金 業 論

ベ ンチ ャ ー ビ ジ ネ ス論

競  争  戦  略  論
生 産 管 理 論

国 llh経 営 諭

人 事 労 務 管 理 論 I

人 事 労 務 管 理 論 I
維  営  学  史

国 際 経 営 史
公 益 企 業 論

中 小 企 業 論

財 務 管 理 論

リ ス ク マイ
ネ ジ メ ン ト

イ /ベ ー シ ョ ン 論

続  計  学  概  論

経 営 続 書[

販 売 管 理 特 論 初 級

販 売 管 理 l17論 申 級 I

llI売 管 理 特 論 中 級 肛
ロ ジ ス テ ィ ク ス 論

流  通  政  策  論

商 業 学

経 済 学

横 資 1颯 略 論 (株 式 編 )

投 資 戦 略 論 (派生 lrlilflll綱 )

証  券  市  場  愉

国 際 金 融 市 場 論

2・ 3・ 4

2・ 3・ 2[

2,3:4

2,3・ 4

2・ 3・ 4

2・ 3・ 4

2‐ 3‐ 4

2,3・
`l

2.3・ 4

3・ 4

3・ 4

2・ 3・ 4

2・ 3・ 4

2,3・ 4

2・ 3・ 4

2・ 3・ 4

2‐ 3‐ 4

2・ 3.4

2・ 3・ 4

2‐ 3・ 4

3・ 4

3,4
3・ 4

3・ 4

3・ 4

3・ 4

3r4

2ヽ 3・ 4

2・ 3・ 4

2.3・ 4

2.3・ 4

2・ 3.4

3ヽ 4

3・ 4

2・ 3・ 4

2(3・ 4

3'4

3・ 4

3ヽ 4

3・ 4

４

４

２

２

４

４

４

４

４

４

４

２

２

２

４

４

４

４

２

２

４

２

２

４

４

２

４

４

４

２

２

２

４

４

２

２

２

２

４

４
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(3)経営学部 第 1部 経営学科

□019/040

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ⅱ

習

習

論

論

実

実

報

報

険

険

情

情

営

営

保

保

経

経

株  式  会

会     計

社 会 計

史

夕 会 計

3・ 4

3・ 4

2・ 3ヽ
`l

2・ 3・ 4

23・ 4

2・ 3・ 4

2・ 3・ 4

2・ 3・ 4

2・ 3'4

2ヽ 3・ 4

2・ 3・ 4

2,3・ 4

2・ 3・ 4

2.3,4

2ヽ 3・ 4

3・ 4

3・ 4

3・ 4

3・ 4

3・ 4

3・ 4

3・ 4

1ヽ 2・ 3・ 4

1‐ 2‐ 3‐ 4

1・ 2・ 3,4

2・ 3.4
2・ 3`4

2・ 3・ 4

2・ 3・ 4

2・ 3・ 4

2.3'4

2・ 3・ 4

2・ 3・ 4

2・ 3・ 4

2・ 3,4

2,3.4

2ヽ 3・ 4

2,34
2・ 3・ 4

2・ 3・ 4

2.3・ 4

23:4
2・ 3・ 4

2・ 3・ 4

1ヽ 2・ 3.4

1・ 2,3・ 4

2・ 3・ 4

2,3・ 4

2.3・ 4

2・ 3'4

2・ 3・ 4

2'3・ 4

2,3・ 4

2・ 3・ 4

2・ 3・ 4

2・ 3.4

法

法

法

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

4

4

2

2

4

2

2

2

4

4

4

4

4

2

′
1

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

4

4

4

2

2

4

4

71

4

2

経 営 情 報 論

情 皐ロネ ッ トワ… ク論 I

情 報 ネ ッ トワー ク論 Ⅱ

会 計 基 礎 論 (上 級 )I
会 計 基 礎 論 (上 級 )Ц
簿 記 シ ス テ ム 論

門

論

論

論

論

入

計

査

費

計

務

際

部

結
会

髄

国

内
遠

社

財 務 諸 猥 分 析

企 業 分 析 の IIr・ lJj研 究

監    鶯    喘
会 計 論

税 務 会

統 制 監

財 務 路

関 連 会

公 会 計 論

マ ネ ジ メ ン トゲ ー ム J

マ ネ ジ メ ン トダ ー ム S

コーチ ング&メ ンタリング

産  業  心  理  学

経 営 学 特 論 初 級 I

経 営 学 特 論 初 級 Ⅱ

実 践 ビ ジ ネ ス マ ナ ー

実 践 ヒ ュ ー マ ン ス キ ル

ビジネスコミュニケーシヨン

ピジネスプレゼンテーションI

ビジネスプレゼンテーションⅡ

ビジネ スプ ラ ンニ ング l

ビジネ スプラ ンニ ングЦ

ビジ ネスプ ラ ンニ ングⅢ

ビジ ネスプラ ンニ ングⅣ

実 践 マ ー ケ テ イ ン グ I

実 践 マ ー ケ テ イ ン グ Ⅱ

実 践 マ ー ケ テ イ ン グ Ⅲ

実 践 マ ー ケ テ イ ン グⅣ

経   営   分   析

行政 治 I(行 政作 用 法 )

iテ 政 法 H(行 政救 済法 )

契    約    法

会    社    法

コ ン ピ ュ ー

企 業 取 り|

汗リ

家     族

理

一

管

シ

売

ラテ

販

リ

．
ァ

法

舗

ィデ

店

メ

民

則

権

権

入

総

物

債

法

Ｉ

Ｉ

Ｉ

法

法

法

民

民

民

憲

-10-



授 業 科 目 配当年次 単位数

法

法

約

ス

ー

Ⅱ

ェ

Ц

Ｉ

壼

Ｉ

Ⅱ

法

法

法

法

法

法

法

法

訟為契”鰤『論論嚇嚇噺師

訴

行

　

工
表

裁

特

特

法

法

法

法

財

取

介

　

記

保

償

産

事

法

擬

”

剛

酬

記

記

［

剛

脚

馴

的

際

小

費

　

会

地

民

不

棋

ビ

財

財

簿

簿

所

所

法

法

知

国

中

消

登

社

借

倒

産

引

業

　

　

障

家

者

3,4

3.4

3・ 4

3・ 4

1・ 2・ 3・ 4

1,2・ 3・ 4

1・ 2‐ 3・ 4

1,2・ 3.4

1・ 2'3・ 4

1・ 2・ 3・ 4
４

４

２

２

3'4

3・ 4

3・ 4

3・ 4

ス
■

●
ι

（Ｚ

　

，

″

ゥ
々

一
ι
　

２^

¨

ウ
“
　

り
る

，

〕

う
０

ゥ

“

”
■
　

ι^

，
“

う
ｚ

（Ｚ
　

●
ι
　

一ι

７^

一
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2

4

4

2

4

2

2

4

2

2

2

2

2

2

2

2

2

4

2

2

2

2

(4)経営学部 第 1部 ビジネス法学科

法

法

法

法

法

法

法

法

プ

ー

ー
義

義

織

Ｉ

Ｉ

Ⅲ
究

習

ｌ

Ⅱ

Ⅲ

¨

囀

済

］

¨

瘍

境
　

　

　

　

蜀

［

中

習

習

習

研

燎

鞭

中

椰

岬『一　　　業別̈
ン̈サノレ

ジ

金

有

経

経

雇

不

環

秘

ビ

外

外

経
法

ビ

演

演

演

卒

特

コ

コ

コ

4

Z

2

4

2

2

4

2

2

2

2

2

2

2

2

4

2

2

2

4

2

4

4

2

2

4

2

2

2・ 3・ 4

2・ 3・ 4

2・ 3‐ 4

3・ 4

3・ 4

2・ 3.4

2・ 3ヽ 4

3・ 4

3・ 4

2・ 3・ 4

2,3,4

3・ 4

3・ 4

3・ 4

3・ 4

2・ 3・ 4

3・ 4

3'4

3・ 4

法

削

［

法

法

法
法

法

法

法

法
法

法

法

法

法

法

法
法

法

義

論

詢

析

は

論

朴

な

］

』

障

　

　

刑

引
為

　

者

産

　

家

券

引
業

　

係

中

理

計

［

蜘

　

洵

”

3.4

1・ 2・ 3・ /1

3.4

3・ 4

2,3・ 4

2・ 3・ 4

2・ 3・ 4

3・ 4

3ヽ 4

ポ2業 科 目 配当年次 単位数

学 部 基 礎 科 目

Ｉ

Ⅱ

Ｉ

Ⅱ

Ｉ

ｎ

Ｉ

Ⅱ

計

Ｉ

Ｉ

円

門

門

間

論

論

習

習

設

ｍ

縛

』は」』礎］実実中̈
』

津
海
経
経
基
普

ジ

ジ

代

代

計

計

槻

報

ャ
丼

基

叶

計

ビ

ピ

現

現

会

会

情

情

キ

会

会

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

学 科 車 Pl科 目

門

学

法

ス
＞

＞

＞

怯

法

法

法

法

ン
則

福

権

ナ

入
　
　
が
軸
働
岬

営

社

ト

ー

Ⅱ

Ⅲ

約

取

瞬

財

訴

法

　

　

ポ レ．
法

法

法

　

業

　

的

事

一

民

俸

会

コ

風

民

民

契

企

経

知

民

引

　

産

訟

1・ 2・ 3・ 4

2'3‐ 4

2・ 3・ 4

3・ 4

1.2・ 3・ 4

2,3・ 4

2・ 3・ 4

2‐ 3・ 4

2・ 3・ 4

3・ 4

3'4

3.4

２

４

　
４

２

　
２

４

４

４

４

４

４

４
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授 業 |・I目 配当年次 単位徴

卜

究

判

約

ｌ

Ⅱ

Ⅲ

究

習

Ｉ

Ц

Ⅲ

義

Ｉ

Ⅱ

Ｉ

Ⅱ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

壼

一
研

裁

契

　

　

　

研

演

［

岬

岬
嘲

嚇

軸

論

論
『

「
『

『

ベ

ス
　

　

習

習

習

　

　

基

基

基

特

表
表

特

精

法

法
法

法

に

一
擬
擬

　

　

　

業

別

つ

つ

¨

畔

［
畔

記

記

制

御

剛

嘲

産

経

経

実

実

ビ

ビ

ビ
ビ

ピ

ビ

ピ

実

笑

実

実

経

店

メ
ビ

リ

デ

ヶ

模
篠

演

演

演

卒

特

コ

コ

コ
経
財

財

簿

簿
所

所

法

法

４

４

　
４

４

４

　
４

　
４

４

４

３

３

　
３

３

３

　
３

　
３

３

３

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４
・

４

４

４

４

４

　

４

４

４

４

４

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

Ｊ^

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

2

4

1

1

”
■

Ｚ^

，

一　

９
●

＾
ι
　

Ｚ^

９

“

ウ
４
　

●
Ｚ
　

２^

¨

ゥ
と

，
４

ｈι

９

〕

，

“

，

０　

０
４

，

け

０
４

Ａ
Ｚ

ワ

“　

，
″

，

ｖ

●
´

〔Ｚ

，
な

，

“

，
一

■
．

ｏ
´

（Ｚ

　

，

ｖ

，
４

９

一

Ｏ
ι

（ι

，

υ

●
´

〔ι

，

　́

ウ
●

Ａ
Ｚ

2

4

4

4

4

4

4

2

2

2

4

4

4

4

2

2

4

2

2

4

4

2

2

2

4

4

2

2

2

2

4

4

2

2

4

4

2

2

2

2

2

2

2

2

2

4

4

4

2

2

2

4

4

4

4

4

2

1,2・ 3・ 4

2,3‐ 4

2'3・ 4

2・ 3.4

21314

2・ 3・ 4

3・ 4

2‐ 3‐ 4

2・ 3・ 4

2・ 3・ 4

2・ 3・ 4

2・ 3・ 4

2・ 3・ 4

2・ 3・ 4

2・ 314

2・ 3・ 4

3ヽ 4

3・ 4

3′ 4

3・ 4

3・ 4

2・ 3・ 4

2・ 3′ 4

2・ 3・ 4

3.4

34
2,3,4

2・ 3.4

3・ 4

3・ 4

3・ 4

3・ 4

3ヽ 4

3・ 4

2・ 3・ 4

2,3・ 4

2・ 3′ 4

2・ 3・ 4

2・ 3・ 4

2・ 3‐ 4

2・ 3・ 4

2・ 3・ 4

2ヽ 3.4

2‐ 3ヽ 4

2・ 3・ 4

2・ 3・ 4

2・ 3・ 4

3・ 4

3・ 4

3・ 4

3・ 4

3・ 4

3.4
3・ 4

1・ 2.3・ 4

1ヽ 2・ 3・ 4

1・ 2・ 3・ 4

ビ ジ ネ ス 特 殊 謝 義

経  営  管  理  論

経  営  組1 織  愉

経 常 llk略 綸
マ ー ケ テ イ ン グ 静

原  価  計  算  諭

管 理 会 計 論

経     営     史

日 本 経 営 史

企    業     論
ベ ンチ ャ ー ビ ジ ネ ス 論

競  争  戦  略  論
生 産 管 理 論

国 際 経 営 論

人 事 労 務 管 理 論 I

人 事 労 務 管 理 論 Ⅱ

経  営  学  史
史

論

論

営

業

業

経

企

企

際

益

小

国

公

中

イ ノ ペ ー シ ヨ ン 論

販 売 管 理 特 論 初 級

販 売 管 理 特 論 中 級 I

販 売 管 理 特 論 中 級 Ⅱ
ロ ジ ス テ イ ク ス 論

流  通  政  策  諭

商    業     学

経     済     学

投 資 戦 略 論 (株 式 編 )

投 資 戦 略 論 (派生商品編)

証  券  市  場  論

経 営 柿 4皮 論

W報 ネ ツ トリ ー ク論 I

l壇 報 ネ ッ トワ ー ク論 Ⅱ

会 計 』L礎 諭 (上 級 )I
会 計 ル 礎 諭 (上 級 )肛
簿 記 シ ス テ ム 論

株 式 会 社 会 F「

蹄

Ｉ

Ⅱ

論

計

Ｉ

Ⅱ

場

　

　

　

　

習

習

既

市

論

論

　

続

実

実

融

　

　

学

　

報

報

金

険

険

　

営

情

情

針

際

　

　

　

　

営

営

回

保

保

統

紙

経

経

計     史
ピ ユ ー タ 会 計

会

コ ン

監 論

門
論

論

論

論

入

計

査

表

計

論

会

監

諸

会

査

計

務

制

務

連

会

税

統

財

関

務

際

部

結

会

税

国

内

連

社

公 会 計 論
マ ネ ジ メ ン トグ ー ム 」
マ ネ ジ メ ン トゲ ー ム S
コーチング&メ ンタリング
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(5)経営学部 第 2吉「 経営学科

励022/040

経  常  学

現 ft の ビ

法   学

"見

      fに

日 本 の 憲 法

市 民 リテ ラ シー (社 会 )

言 語 リテ ラ シー (英 語 )

省語 リテラシー (実用英語)

情 報 リテ ラ シー (基 礎 )

1清 報 リテ ラ シー (応 用 )

メ デ ィ ア リ テ ラ シ ー

マネジメントダーム…JI
マネジメントダームーJⅡ

キ ヤ リ ア デ ザ イ ン

健 康 と スポ ー ツ の 理 論

健 康 とスポー ンの方法学

会 計 基 礎  論  r
会 計 上 礎 論 Ⅱ

ビ ジ ネ ス 実 務 更

ビ ジ ネ ス 実 務 II

ビ ジ ネ ス 実 務 Ⅲ

経 営 学 I

経 営 学 互

企 業 論 I

企 業 論 Ⅱ

業  論

策  論

論

論

理  論

理  論

織  論

織  論

理  論

理  論

I

Ⅱ

I

Ⅱ

I

Ⅱ

I

Ⅱ

I

II

学

:こ     I

記  Ⅱ

コ ン ピ ュ ー タ 会 計 I

コ ン ピ ュ ー タ 会 計卜Ⅱ

マ ク ロ 経 済 学 I

マ ク ロ 経 済 学 Π

ミ ク ロ 経 済 学 I

ミ ク ロ 経 済 学 Ⅱ

憲     法     I
憲     法     Ⅱ

門

ス

門

法

ネ

入

ジ

入

の

l,2・ 3(4

1・ 21314

1・ 2・ 3・ 4

1・ 2.3,4

1・ 2.3.4

1・ 2・ 3.4

1・ 2・ 3・ 4

1・ 2・ 3,4

1・ 2・ 3・ 4

1・ 2・ 3・ 4

1・ 2・ 3・ 4

1・ 2・ 3・ 4

1・ 2・ 3・ 4

1・ 2・ 3.4

1,2・ 3,4

1.2ヽ 3'4

1・ 2・ 3,4

1・ 2ヽ 3.4

1・ 2・ 3'4

1・ 2・ 3.4

1,2・ 3.4

1・ 2,3,4

1,2・ 3,4

1・ 2・ 3・ 4

1・ 2・ 3・ 4

1・ 2・ 3・ 4

1・ 2・ 3・ 4

1・ 2・ 3・ 4

1・ 2,3・ 4

1,2・ 3・ 4

1・ 2,3.ノ 1

1,2.3,4

1・ 2・ 3・ 4

1,2・ 3・ 4

1・ 2・ 3・ 4

1,2・ 3・ 4

1・ 2・ 3・ 4

1・ 2ヽ 3・ 4

1・ 2・ 3・ 4

1・ 2.3・ 4

1・ 2,3・ 4

1ヽ 2・ 3,4

1.2・ 3.4

1.2・ 3・ 4

1'2・ 3・ 4

1,2・ 3・ 4

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

民 法 総 論

民 法 総 論

契   約   法

製   約   法

会   社   法

会   社   ・
i■

I

Il

I

lll

I

II

イ ノ ベ ー シ ヨ ン 諭 I

イ ノ ベ ー シ ヨ ン 論 III

経 営 戦 略 論 I

経 営 戦 略 論 Ⅱ

リス クマ ネ ジメ ン ト論 ェ

リスクマ ネ ジメ ン ト論 Ц

国 際 経  営 論  I
国 際 経 営 論

=
流 通 シ ス テ ム 論 I

流 通 シ ス テ ム 論 Ⅱ

マ ー ケ テ イ ン グ 論 I

マ ー ヶ テ ィ ン グ 論 Ⅱ

証 券 市 場 論 1

証 券 市 場 論 Ц

に1際 金 融 市 場 諭 I

国 際 金 融 市 場 論 Ⅱ

国 際 会 計 論  I
国 際 会 則・ 論 江

管 理 会 幹卜 論 I

管 理 会 計 論 Ц

情 報 処 理 概 諭 I

111 1rF処 瑠l概 綸 Ⅱ

経  営  統  静[ 1
経 営 続 創

‐
Ⅲ

ネ ッ ト ビ ジ ネ ス 論 T

ネ ッ ト ビ ジ ネ ス 論 Π

ビ ジネ スプ ラ ンニ ング I

ビジネ ス プ ラ ンニ ングⅡ

ビ ジネス プラ ンニ ングШ

ビジネスプラ ンニ ング IV

流  通  政 策  論  1
流 通 政 策 lni H
ベ ンチ ャー ビジ ネス論 r

ベ ンチ ャー ビジ ネス論 H

人 事「 労 務 管 理 論 I

人 事 労 務 管 理 論 Ⅱ

産 業 ′い 理 学 I

産 業 心 理 学 Ц

ビ ジ ネ ス 特 殊 講 縦

俊 争 戦 F13論  I

1・ 2・ 3・ 4

1・ 2・ 3・ 4

1・ 2・ 3・ 4

1ヽ 2・ 3・ 4

1・ 2・ 3.4

1・ 2.3・ 4

1・ 2'3・ 4

1・ 2,3・ 4

1・ 2・ 3・ 4

1'2・ 3・ 4

λ・2・ 3・ 4

1'2.3・ 4

1ヽ 2・ 3.4

1,2・ 3.4

1・ 2・ 3,4

1′ 2.3・ 4

1・ 2,3,4

1・ 2・ 3・ 4

1・ 2・ 3・ 4

1・ 2・ 3・ 4

1・ 2ヽ 3・ 4

1,2・ 3・ 4

1,2・ 3'4

1.2,3・ 4

1ヽ 2,3・ 4

1・ 2・ 3・ 4

1・ 2,3・ 4

1,2.3・ 4

1ヽ 2,3ヽ 4

1.2,3・ 4

1・ 2,3,4

1・ 2,3・ 4

1・ 2,3・ 4

1・ 2′ 3ヽ 4

1 2・ 3・ 4

1,2・ 3ヽ 4

1・ 2,3ヽ 4

1,23(4

1‐ 2‐ 3‐ 4

1〔 2′ 3'4

1・ 2・ 3・ 4

112・ 34
1,2・ 3.4

1・ 2・ 3・ 4

1.2,3.4

1・ 2・ 3・ 4

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

計

簿

簿

企

企

険

険

管

普

組

組

管

管

小

小

　

　

営

常

営

営

務

務

　

業

業

中

中

保

保

経

経

維

経

財

財

統

蘭

市
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授 業 科 目 配当年次 単位数

[駿 [ll舞[鞭l[i l
不   動

不  動 産  法  Ⅱ

企 業 IIIワ 1法 I

企 業 取 ワ1法 Ц

有 価 証 券 法 I

有 価 証 券 法 Ⅱ

量 用 関 係 法 I

雇 用 関 係 法 Ⅱ

税     法     I
税     法     コ

裁     判     法

知 的 財 産 法 I

知 的 財 産 法 ユ

金 融 取 ヲ1法
中 小 企 業 法

経   済   刑   法

法 学 特 殊 薄 義

不 動 産 ビ ジ ネ ス 論 I

不 r/J壼 ビ ジ ネ ス 論 Ц

ビジネスインターンシップ I

ビジネスインターンシップⅡ

マネジメ ン トダーム ー SI
マネ ジメ ン トダー ムー SE
U― チ ング&メ ンタリング

実 践 ビ ジ ネ ス マ ナ ー

O A 特  論  I
O A特 論 Ⅱ

財
.務

語 表 特 論 I

財 務 語 表 特 論 Ц

所 得 税 法 特 論 I

所 得 税 法 特 論 Ⅱ

法 人 税 法 特 諭 1

法 人 租 法 特 論 Ⅱ

販 売 管 理 特 論 初 級

販 売 管 理 特 論 中 級 I

販 売 管 理 特 論 中 級 I

賛  格  英  語  I
資 絡 英 届澤 H

キヤリアサポー ト特殊講義

法題

法

法

済

済

経

経

論

論

特

特

記

記

簿

簿

1・ 2・ 3.41

1'2‐ 34
1,2.3,4

1‐ 2・ 3・ 4

1・ 2ヽ 3‐ 4

1.2,3:4

1・ 2・ 3.4

1・ 2・ 3・ 4

1ヽ 2,3'4

1・ 2ヽ 3・ 4

2 1

2  
‐

2

2

1 2

1 2
|

２

　

２

　

２

　

２

　

２

　

２

　

２

　

２

　

２

201311/1l MON 13154 FAX 06 6323 5510俵 法律事務所 m003/040
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2.本大学は教育上有益と認めるときは、学生が本大学に入学する前に行った、第 ll条の 3

に規定する学llGを 、本大学における授業科目の履llSに より修得したものとみなし、本大

学の定めるところにより11位 を与えることができる。

ただし、第 11条の 4に より与えることができる単位数は、編入学、転学等の場合を除き、

本大学において1鬱得した単位以外のものについて |ま、合わせて 30単位を超えないもの

とする。

(単位計算方法)

第 12 条  各授業科日は、 1単位あたり45時 間の学llyを 必要とする内容をもって構成し、次の基

準によりそのよ卜位数を計算する。

(1)全学Jt・通科目 (1)の 中の外国語科目分野に含まれる授業科目については、30時間の

授業をもつて 1単位とする.

(2)(1)以外の講義および演膏については、15時 l14の 授業をもって 1単位とする。

(3)実験、実習およぴ実技については、30時間の授業をもって 1単位とする。

第 8章  履修方法、課程修了および学位の授与

緞 業科目の履1各 )

第 13 条  学生は、本学貝1に よる他、履修規程その他により教授会が定める教育課程にしたがい、

所属する学部学科の授業科Hを履41Sし なければならない。

2 学生が各年次において、履修し得る授業科目の最高単位数は、履修規程の定めるところ

による。

(1卜位取得条件)

第 14 条  学生は所属の学部学科によって、それぞれ次の区分にしたがい、必要な単位を修得しな

ければならない。

(1)経済学部 経済学科、経済学部 地域政策学科

吻024/040

卒業に必要 な科 目 通ヽ 怖 数 備  考

全

学

共

通

料

目

全
学
共
適
科
目

（
１
）

夕i国語

料 目

IⅡ

(2カ 国語 )

4F[目 8単 位

271単 位

6利・目12単 位を

超えて修得 した
1ユ位は広域科 日
の単位に振り替え
ることができる

12料 目24単位を

超えて修得した

単位は28単位 ま

で全学共通科目

(2)の 単位に撮

り替えることが

できる

lll Ⅳ

(1カ 国語)

2科 目 4単位

広域科日

①思想と文化
②歴史と社会
⑤健康とスポーツ
①自然と生・

i3‐

⑤共通特殊講機
⑥キヤリア科目

日

位
釧
麟

①から①のそれ
ぞれからl科 目
2単位を含む

全
学
共
通

科
目
（２
）

オープン

手キロ

100単位

28単位まで学科幕攻科 目の単位に

振り替えることができる

字
科
専
攻
科
日

目

目

目

日「̈口同

学

ヨ

選

演

晨修規利の区分に従い100単 位以

上を修得しなければないない

合計 124単位
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(2)経営学部 第1部 経営学科

(3)経営学部 第 1部 ビジネス法学科

(4)経営学部 第2部 経営学科

□025/040

全

学

共

通

科

目

1カ 国語または2カ 国語を4科 目8単

位llSイいしなければならない

①から①の
それぞれか
ら1科 自2

単位を含む
8科目
16単位

心馴学入門、社会
学入門、政治学人
間、法学入門、経済
学入 F電 、数学入門、
統計学入門から
3 fl日 6単位を籠帰
しなければならない

8科 目16単位を超
えて修件した単位
は231ユ位まで全学
共通科日(2)の 単
位に振り替えるこ
とができる

①思想 と文イヒ
②歴史と社会
0健康とスポーツ

①自然 と生活
⑤共通特殊講義
⑤キヤリア科目

14ポ 位まで学科ilr攻科‖の単位に

振り替えることができる

5科 日10単位以上
(た だし、コンサルテイングコース

`よ 履修規程の区分に従い100単 位以
上を4多得しなければならない

学科専Fl科 目

全

学

共

通

科

目

1カ 回静または2カ Flll語を4,ト ロ8単

位準多得しなけれlまならない

心理学人P守 、社会

学入間、政治学人
F」 、法学入 Fう 、経済
学入Fl、 数学入 F電 、
統Lt学人門かヽ
3群 目6単能を務得
しなけれはならない

3科 目16_LI位 を超
えて1多得 した単位
は26単位まで全学

共通子[日 (2)の 単
位に振 り替えるこ

とができる

①思想 と文化
②歴 史 と社 会

○健康とスポーツ
④自然 と生活
⑤共通特殊鱗義
⑥キヤリア科目

①か6④の
それぞれか
ら1科 112
単位を含む
8科 目
16単位

全

学

共

通

科

目

（
２
）

14単位まで学利・暉攻科日の単位だ

振 り替えることができる

5科 目10単位以上
(た だし、コンサルテイングコースは

6科 日12単位以上 履修規程の区分に従い100即 .位 1法

上を1ケ得しなければな与ない
学科即Fl科 [|

種 類 事 業 必 要 単 位 数

キヤリアリテラシー科目

ビジネスベーシック利目

ビジネスデザイン科目

ビジネスU― 利̀目

キヤリアサポート料′
||

経営学割ヽ第 1部経営学科、ビジネス法学科の科日および

経済学部経済学科の平日6,7限、土中4～7限にド‖i出する科目
60単位以内

卒業必要単位数 124単位
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乙第8号

(2003年‐2Ю8年度入学生)
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